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社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

名古屋いのちの電話ｙ伺
１９９１年度事業報告
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最 高 の 笑 顔

５０人の、育つべき家庭を持たない小さい人た
ちが暮らす暁学園の深夜は、捨てきれない親への
思いを自分の体温で暖めながら眠る、５０通りの
見果てぬ夢の夜です。
小さい人たちが暖める親への思いは、たとえそ

れが自分を捨て、生き死にの境をさまよわせた加
害者であろうと、美しく飾られ、やさしく抱きと
めてくれる親として思い描くことです。
重なる夢のなかで、思い描く親は現実を離れ、

現実の生きている親を離れることで、思い描く小
さい人からも現実の時間と人生を見失わせます。
やさしさへの、癒されることのない飢えだけが

増幅され育ちます。
そのなかで見失われるのは、ちいさい人自身の

実人生なのです。
親が子供を捨てたことは、いまも捨てつづけて
いることなのです。

初めてのときには、いつまでも血を流しつづけ
る記憶としての傷を刻み、それからの時間を、本
当の自分を見失わせることで捨てつづけるのです。
いつもならば、その夜の夜勤の職員に後を託し

て家へ帰るのですが、それができなかったのは、
朝から始めたしのぶさんとの話し合いの結論がで
ないまま、しのぶさんの身に何事かが起きそうな
予感がしていたからでした。私の予感は、いつも
小さいひとからの、一緒に居てほしいという無言
の呼び掛けなのです。

「わたし、死ねなかった。死ぬよりないって思っ
た。死ねると思ったのに。そう思ったから切った
のに」しのぶさんは、長い沈黙の後で突然せきを
きったように泣きだしました。
しのぶさんの手首には、職員が泣きながら手当

をした真っ白な包帯が巻かれていました。
「痛かったのと違う。手が勤かなかったの。頭

で考えていたのは死ぬことなのに、頭で考えてい
ることがちっぽけなことで、山みたいに大きなわ

祖 父 江 文 宏

たしがいて、頭で考えていることなんか、まるで
歯がたたないの。死ぬ勇気がなかったのと違う」
しのぶさんは目からあふれ、ほほを伝って流れ落
ちる涙を拭こうともせず、泣きつづけました。

「園長すけが言ったように、わたしは、汚して
きた。これまでの自分とこれからの自分を。お金
を貰って、帰って来る電車のなかでいつも、なに
が目的で男の人とそうなったのかが分からなくな■
るの。今度こそやさしいひとだろうと思って、そ
のために用意して出掛けて行ったのに。学園の先
生たちにつく嘘や言い訳を考えながら、また、違っ
ていたと思うの。やってしまったことが、本当に
わたしがやりたいことと違っているって思うの。
夢を見ているみたいだった。いつまでたっても覚
めない夢を見ているみたいだったの。いつも、誰
か大切なひとを裏切っているって思うの。その大
切なひとが、山みたいな、死なせなかったわたし
だった」
しのぶさんは、彼女が言う、汚れてしまったこ

れまでとこれからを、無抵抗に流しっづける涙で
洗い流しながら、山のように大きな自分を掘り出
そうとしているようでした。
それ意外の方法がなく、ただ、涙を流す以外に
ない、欲望だけで生きてしまったしのぶさんの絶″り５
望の深さに、私は、本当の自分に巡り会っている
しのぶさんを見ていました。
死のうとしたしのぶさんを死なせなかった、山
のように大きな自分とは、本当の自分、欲望を超
え、よりよく生きていこうとする大きな意志。い
のちだったのではないか。
３日後、高等学校を中退したしのぶさんは、自

ら選んだ職場に就職していきました。
私が知る限り、最高の笑顔を残して。

（養護施設暁学園施設長・作家）

- ２ -



『Ｗ

ひょんなご縁で「名古屋いのちの電話」の開設

以来相談活動に参加させていただいているが、実

を申せば、私は大の電話嫌いである。その理由を

考えるに、かける場合には相手の都合が分からな
いということとかかってくる場合にはこちらの事

情におかまいなく自室にまで飛び込んでくるから
だと考えられる。だから私の電話は数分間の事務

的なものか、今頃なにをしているか一日のスケジュー
ルが分かっている相手かであり、そうでない人に

電話をしなければいけない場合には３

日も４日もためらってしまうから、こ
れはもう立派な電話恐怖症かもしれな
い。だから、私ならば自殺するときは

遺書にするだろうし、悩みならば信頼
する友達の顔を見ながら語るだろう。

従って、私には電話相談はまことに不
思議な活動であるし、利用者もまた不

思議な人たちに思われる。
しかし、もし私がひとりで異国にい

るとしたならばどうだろう。親しい友
達も家族もいない外国の町中で、たま

らなく孤独で猛烈に誰かと話したいと
したら、回りに知り合いがいないとし
たら、なにか問題を抱えていたら、そ

ういう時「いのちの電話」のステッカー
を目にしたら、電話嫌いの私でも、ま
ちがいなく受話器に手が伸びることだ

ｒ？ろう。ここにかければ話が聞いてもら

える、問題が解決するかもしれないと
いう期待をしながら、始めはおずおず

としながらでも電話をかけるだろう。
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アメリカのベルによって１８７６年、電話は実

用化されたと言われているが、２１世紀を目前に
しても、地球上の７７パーセントが発展途上にあ
るといわれているから電話の普及していない地域

は多い。しかし、人間にとって、電話は便利な伝

達の手段のひとつであるから、電話線によるコミュ
ニケーションが発達すればするほど生の会話が減っ

ていくだろう。子供たちも直に話すのではなく、

電話で延々と話す時代である。この現象はどうい

うことを意味しているのだろうか。
私には電話の普及率、利用率の増加と、人々の

孤独や傷付きやすさ、その裏腹にあるもろい尊大

さといった現代人の心性とは深い関連があるよう
に思われてならない。電話はこういった現代人の

心性にぴったりとしたコミュニケーション手段で

はないだろうか。ましてや「いのちの電話」のよ

うに、利用者の話しを共感的に受け止めるように

訓練された相談員ならば、やりこめられたり、傷

●・

｜

付けられたりすることなく安心して話

が出来ることだろう。都会化や核家族

化が進んだ東京砂漠や名古屋砂漠のな
かで、ぽつんと独りで佇んでいる異邦

人が受話器の向こう側にいるという気
がしてならない。

われわれは、環境問題や核の問題よ

りも、隣人に悪口を言われるほうが、
はるかに辛い体験となる。超私的なこ

とに思い煩う生き物らしい。こういう

点で、最近、私は、電話相談の世界は
ある種の演歌の世界に似ているという

気がしてならない。極プライベートな
ことがテーマとなり耐えたり、泣いた

り、恨んだり、哀しんだり、諦めたり、

諦めきれなかったりする世界。進歩や
発展や成長といった側面が感じられに

くい世界。相談員を途中で降りた人は
おそらく演歌アレルギー体質の人たち
であったろうとひそかｌこ推理している。

最近、スーパーピジョンをしていて、

私のなかに涌き起こる最大の問題は、

（名大学生相談室カウンセラー）

繰り返し延々と電話をされるこれらの利用者たち
１；べ電話相談はどのように対応でき、また、対応

したらよいのかということである。匿名で顔を合
わせることもなく、居ながらにして会話が可能で

ある電話相談には、今後さらに人格障害者的な電

話が増えるのではないかと予想するからである。
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１９９１年度 事 業 報 告

名古屋いのちの電話の地味な電話相談活動を理解し、覚えてご援助下さいます賛助会員、寄付者の皆様に

心から感謝申しあげ相談員の方々のたゆまない奉仕の働きに敬意をはらいつつ、１９９１年度の事業報告を

させていただきます。

１ ９ ９ １ 年 度 の 主 な 集 会 等

理 事 会 ３ 回 財 務 ・ 運 営 合 同 委 員 会 ６ 回

評 議 員 会 ３ 回 愛 知 電 話 相 談 研 究 会 ７ 回

運 営 委 員 会 １ ２ 回 チ ャ リ テ ィ ー ・ ク リ ス マ ス ・

財 務 委 員 会 ６ 回 オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト １ 回

訓 練 委 員 会 １ １ 回 理 事 長 朝 日 社 会 福 祉 賞 受 賞 お 祝 い 会 １ 回

委 員 長 会 ５ 回 公 衆 電 話 ボ ッ ク ス ・ ス テ ッ カ ー は り 運 動 １ 回

理 事 会 報 告

１９９１年度は法人認可後の第２年目にあたり、本業の電話相談活動は着実な経過をたどり、又第６期相

談員養成講座も開講され、相談事業の充実Ｚ？１はかられました。更に前年度第１５回自殺予防シンポジウム開

催後、他の相談機関の方々と共に学ぶ（仮称）愛知電話相談研究会が結実し、継続して開催されております。

更に来年度’９２年１０月には名古屋で全国電話相談研究集会を開催する源動力となっています。

電話相談の総受信件数は年間で１１、７２８件、開局以来の総件数は８４、５０８件（’９２年３月３１

日現在）に達し少々落着きを見せてまいりました。賛助会員募集運動は６月より３か月間にわたりましたが
その結果１０６名の方が期間中に入会しご支援の集いに加わって下さいました。又’９１年度も１００社を

越す法人の賛助と、賛助会員寄付者の方々のあたたかなご支援により５００万円の基金組入れができました。
ボランティア相談員の実働人数は１５０に及ぶようになりました。懸命に受話器を握り、悩む人々の悩み

を自分のものとして共に悩む姿は誠に尊く感謝にたえません。

開局以来７年の歳月の流れと共に、理事或は評議員として（いのち・７）電話』の拠点を提供して下さったピー
ターチョーク神父氏も香港に転任され、又、川原啓美氏も辞任され誠に淋しくなりましたが新鋭の高山貞美

神父（みこころセンター新館長）と向田正俊氏（名古屋共栄証券社長）を迎えることになりました。
なお、新年度より常務理事に木本精之助氏をお迎えし、事業一層の充実強化に加わっていただきます。１９９５

年には開局十周年を迎えます。一日も早い２４時間体制を実現し、相談態勢の充実をはかりたいと存じます。

何卒一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

理 事 長
理 事

監 事
評 議 員

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
相 馬 信 夫

笠 原 嘉 、 木 本 精 之 助 、 豊 田 壽 子 、 長 岡 利 貞

西 沢 信 正 、 水 谷 巍

内 河 恵 一 、 小 山 勇
笠原嘉、川原恵、川原啓美、木本精之助、相馬信夫、豊田壽子、中島緑、

中堀仁四郎、長岡利貞、西沢信正、舟橋秀之、藤岡ひろみ、水谷巍
ピーター・チョーク、渡辺宜親
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運営委員会報告

いのちの電話の普及宣伝と組織財政基盤の強化は

基本的課題である。本年度はこの課題を最重点に取
り組むべく財務、運営両委員会合同で年度始め早に
５月７日会合をもった。拡大強化は日常課題とはい
うもののやはり月間を設けて賛助会員、法人寄付に

集中的に取り組むことを確認した。先ず会員の紹介
者及び相談事業関係の名簿をもとに５００余に手紙
を出し、また名古屋商工会議所をはじめ各機関人脈
をたどって勧誘を行った。その結果１０６名（Ａ２
９、Ｂ２９、Ｃ３８）寄付者１０名の新加入を得る
ことができた。

●チャリティーコンサート
いのちの電話の宣伝と財政活動として毎年重点課

題として取り組んできたが、この数年思うような成
果を上げてないのが現状であった。独自の興業はむ

ずかしいということである。今年は８月１０日名古
屋テレビ主催の東別院星空コンサートに協賛団体と
して名を連ねることができ、収益ではあまり成果は
なかったが、宣伝の効果はあげることができた。
南山教会での酒井多賀志クリスマスコンサートは

教会及び奏者の奉仕によるもので多額の献金をうけ
ることができた。

縄文土器制作者からの作品寄贈があり、一部バザー
で販売したが、こうしたチャリティー販売も将来の

課題であろう。
●フォーラムは６月２９日に開かれた。内容は年々
新しくなっているが、今年は西沢信正さんの講演会

ぐ丁｀という形で行われた。

●ステッカー貼りを年末にかけて展開した。ＮＴ
Ｔ側の理解もあり、今年は名古屋東南部に貼ること

とした。天白、瑞穂、昭和の電話ボックスに約５０
０枚貼ることができた。

各分野の活動も分化し、また事務局体制も１？む７：した。
運営委員会は今後多くの方々に加わって頂き運動の

全容の理解を深めて頂きたいと考えている。

（運営委員長水谷巍）

訓練委員会報告

訓練委員会は１０名で構成されています。全員が
ボランティアとしてこの仕事に携わっています。
まず第１の仕事は、相談員の餐成であります。相

談員は決して専門のカウンセラーではありません。
しかし、電話相談という仕事は人のいのちと尊厳

にかかわるものであり、それに携わる者はたとえボ
ランティアであっても相当の専門性を要求されるも
のです。いのちの電話の相談員として活動を続けて
いく為には相談技術と人間性を尊重しようという精
神性において自らを鍛えるという事が必要になるわ
けです。訓練委員会はこの様な要請に応え、一年間
にわたって毎週約３時間の訓練プログラム；ＳＥ・立案し、
その実施に当たっています。１９９１年度は３６名
の方が訓練に参加され、１９９２年４月２１日現在
２５名の方々が認定を受けられました。このために、
参加者自身はもとより、それを支えられた家族の方々
の御苦労があったと思います。また講座トレーニン
グのために、延べ３４名の名古屋地域に住んでおら
れる法律、心ｊｌｌｌ臨床、人間関係の各界の専門職の方々
のご協力があったことを感謝しています。
訓練委員会の仕事には、相談員の一人一人が、相

談員としての資質を維持し、さらに向上される為に、
毎年一度の専門家に依るスーパービジョンを受けら
れる様に、アレンジを行なっています。このため名
古屋近辺の２９名の専門のカウンセラーがご協力く
ださっています。
同じ目的で、「継続訓練」が行なわれています。

相談員は必ずいずれかの継続訓練グループ（１０名
前後）に入って、一年間を通して毎月一回の学びの
機会をもつことにしています。これは相談員のボラ
ンティアグループの「紺§続り【融を考える会】メンノ｀゛-
によってアレンジされていますが、その講師の紹介
等に関しては訓練員会が相談にのっています。昨年
度は次の様なテーマが取上げられました。「組織の
行動科学」「教え、学び、生きる」「いこいの広場」
「不安と性と精神障害をめぐって」「ケースワーク
雑談会」「聞く、話す、考えることについて」「ト
ランザクショナル・アナリシスを学んで自己理解を
深める」「生と死を考える」「電話相談の実際」
「仏教的なものの見方、考え方」「いのちの電話と
は」「カウンセリングの基礎」「事例研究」など。
このためにも講師、指導者として専門家の方々の協
力をえています。
訓練委員会では毎月一回の定例委員会をもってい
ますが、その他今年は養成講座参加希望者の面接、
緊急連絡員研修、スーパーバイザーの会、登録更新
のための研修会、相談員認定のための委員会等も行
いました。また小冊子「１９９０年・いのちの電話と自
殺の相談」を発行しました。

（訓練委員長中堀仁四郎）
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財務委員会報告

「いのちの電話」運動の継続的な発展を願い、社会福祉法人化を実現して、財政基盤の安定をはかること
が計画され、目標３０００万円の基金募金が実施されたのは１９８８年～１９８９年のことでありました。そして１９９０年
度には関係者の努力と愛知県当局の理解により１９８５年開局以来の悲願であった社会福祉法人の認可を得るこ
とが出来ました。
新法人の第１年度１９９０年度は開局５周年にも当り法人設立記念式、感謝会の他、日本ｌｌｌ殺予防シンポジュー
ムの当地開催をポストする等、いくっかのイベントがいのちの電話の存在と奉仕の実際を社会に強く印象づ
けることになり、財政的にも開局以来はじめて黒字決算を報告できたことでありました。
しかし、新誕生のこの法人は、認可に際して安定度の高い財務運営を強く要求をれた。１０年間に基金を

１０億円にまで増額することを設立後の大きな課題とすることになりました。
当然のことですカ；１１９９１年度の財務委員会の主たる話題は、この基金積立を含めた。今後の長期的な運営を

如何に考えるかという点にありました。

１９９ １年度収支計算書
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９１年度決算額 科 目 １９９１年度決算額
事業費支出

７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７ １ １ 職 員 給 与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７ ３ ２ 通 信 費
７ ３ ３ 電 話 料
７ ３ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７ ３ ６ 会 議 費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１連盟負担金
７ ４ ２ 諸 会 費
７ ４ ３ 共 益 費
７４４水道光熱費
７ ４ ５ 消 耗 品 費
７ ４ ６ 備 品 費
７ ４ ７ 営 繕 費
７ ５ １ 租 税 公 課
７ ５ ２ 拠 出 金
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１元利償還金
８ ２ ２ 支 払 利 息
８３１繰入金支出
８ ４ １ 雑 支 出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入

８ ７ １ 基 金 繰 入

（１２，８３５，１７４）
１，９９２，０７９
３７８，１５１
５７，２００
３７，５２４

０
４，２７４，０００
１，０４２，０００

０
０

１７，３１８
１２，２６４

０
７０３，３８０
６５７．５４０
２２６．１７５
５８７．０９２
１０８，２５８

２，５００
４８，６９０
４，３７２

２８０，０００
１０，０３１

７２０，０００
４８０．０００
２３４，５９０
５８８．７８０
１１５，６００
８０，５５５

０
２６，８１４
１５０，２６１

（２００，０００）
０
０
０
０

２００，０００
０

５，００１，８９６

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１６協力会費
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５２３年末募金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料

５８．１基金募金収入

事業外収入
９１１繰入金
９１２引当金戻入
９１３設備資金借入収入
９１４積立金戻入
９２１受取利息
９２２雑収入

（１６，９１２，２９３）
４００，０００

１，４００，０００
４，５９０，０００

４２０，５００
１，７６０，０００

９１０，０００
６４５，０００

０
１２０，０００

１，１５１，５２１
１，６１４，８１２
１，２６４，０００

０
０

７８３，４６０
１，７５３，０００

１００，０００

（１，５２５．６６２）
０
０
０
０

１，３６７，４８２
１５８，１８０

小 計 １８，０３７，０７０ 小 計 １８，４３７，９５５

前期繰越剰余金
当期剰余金

２，１７４，０４６
４００，８８５ 前期繰越剰余金 ２，１７４，０４６

合 計 ２０，６１２，００１ 合 計 ２０．６１２，００１

- ６ -
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基金募金を実施した１９８８年以来、会社法人よりの賛助費など寄付は、年々１００社を前後するようになった
ので、この分野の努力は更に継続すると共に、当年度から、個人の賛助会費の増強を計画的に進めることに
いたしました。運営財務委員による合同委員会を中心に進められた賛助会員増強は最終的に１０６名。新会員
に加ることが出来ました。又、この年度、会社法人による賛助或に寄付は約１００社総額４７７万円を上廻るもの
になりました。
当年度の会計報告は別記の通りであります。懸案の基金繰入は５００万円を上廻りました。前年度に引きつ

づき、ほゞ予定通り基金積立を実施できましたことは、前年の好成績が決して特別のものではなく、この活
動の地道な奉仕の蓄積が、安定した評価を受けはじめたものと深く感謝し、報告と致します。

（ 財 務 委 員 長 木 本 精 之 助 ）

１９９ ２年度予算

借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 人 の 部 ）
科 目 １９９２年度予算額 科 目 １９９２年度予算額

事業費支出
７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７１１職員給与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７ ３ ２ 通 信 費
７ ３ ３ 電 話 料
７ Ｓ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７ ３ ６ 会 議 費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１連盟負担金
７ ４ ２ 諸 会 費
７４３共益費
７４４水道光熱費
７４５消耗品費
７４６備品費
７４７営繕費
７５１租税公課
７５２拠出金
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事案外支出
８２１元利償還金
８２２支払利息
８３１繰入金支出
８４１雑支出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入

８７１基金繰入

３，２００，０００
５５０．０００
１００，０００
５０，０００

１，５００．０００
６，７９７，０００
１，９８３，０００

０
０

５０，０００
３０，０００

４００，０００
８７０，０００
７９０，０００
２４０．０００
５００，０００
１２０，０００
１５，０００
６０，０００
５，０００

２７０，０００
２０，０００

７２０，０００
４８０，０００
１００，０００
５０，０００

１００，０００
７０，０００
１００．０００
７０，０００
５０，０００

０
０
０
０
０
０

４，５００，０００

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５ ２ ３ 年 末 募 金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料

５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２引当金戻入
９１３設１１１ｉＳ腎金借入収入
９１４積立金戻入
９ ２ １ 受 取 利 息
９ ２ ２ 雑 収 入

６００，０００
５００，０００

６，５００，０００
９００，０００

３，０００，０００
１，５００，０００
９００，０００
１５０，０００

２．０００，０００
２，８００，０００
１，２００，０００

０
０

７００，０００
１，６４０，０００

１００，０００

０
０
０
０

１，２００，０００
１００，０００

小 計 ２３，７９０，０００ 小 計 ２３，７９０，０００

８８１当期剰余金
（翌年度繰越金） ０ ４３７前期繰越剰余金

（前年度繰越金）
０

合 計 ２３，７９０，０００ 合 計 ２３，７９０，０００

- ７ -
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・グラフで見る名古屋いのちの電話・
０６年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９１年１２月）
総受信数は８１，４１１件で，相談員との会話がなかった無言電話１９，２４０件をのぞくと相談心話の受信件数は

６２，１７１件となります。（１９９１年１２月３１日現在）
１９９１年は１日あたり２４件の相談電話を受信していることになります。

件 数
１８，０００

１７，０００

１６０００

１５０００
Ｍ，０００

１３，０００
１２０００

１１，０００
１０，０００

９０００

８，０００
７．０００
６０００

５，０００
４．０００

３０叩
２叩０

１，０叩
０

受 信 件 数 の 推 移
１９８５、７～１９９１．１２
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問 ｜……… ｜｜｜ｊ四月
１９８５．７～

３，ｍ什

１９８６

９，１６３件

○年代別・男女別の相談件数

１９８７

日，ｍ件

１９８８

１７，２１０件

１９８９

１５ｊｌ６件

１９９０

１２，ｍ件

１９９１

１１，６８８件

新学期、今年も４月から新しいお友達が大勢入園してきました。朝ほ親との別れが辛く
て泣き叫んだり、門から脱走（？）したりしていた小さい子どもたちもようやく保育園の

点生活に慣れてきて、母親と「バイバイ」が出来るようになりました。
ぶ商そんな子どもの中にブラジルから来ている日系三世のカミラちゃんがいます。４月に両
丿親と日本へ来たばかり。両親は片言の日本語が喋れますが、カミラは全然ロ本語が分かり

ません。両親は近くの工場に働きに出ているために、３才のカミラはいきなり保育園に預
けられたのです。
朝泣きながら両親と別れたカミラは、抱かれた担任の保母に一生懸命何かお話をしています。保母は

只うなずくだけ。
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○ 複 雑 な 人 間 関 係 ・ 孤 独

相談内容の主なものに「複雑な人間関係や孤独」をあげることかできます。相談内容の中からそれらの項
目を拾い出してみました。１３の関係項目の相談件数は男性が７５４件で男性全体の１５．１％、女性が１２８４件で女
性全体の３３．５％、全体では２０３８件で、２３．１％の割合となります。これは利用者の訴えの１／４で、多くの人
が複雑な人間関係に悩んだり、人間関係がうまくいかず孤独を強いられているものと考えられます。

主 な 人 間 関 係
０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０ ＭＯ １６０ １８０ ２００ ２２０
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警察庁から発表された１９９１年の自殺者は、『２１、０８４人』でした。この数字は昨年より２６２人（-１．２％）

人生孤独

家族の相互理解

親離れ子離れ

嫁・姑の関係

＝ ″〃糾戚関係

夫婦の不和

恋愛川題

職場のｙへ、１川関係

近隣の人１１‘叔Ｉ係

学校のｙ人、間関係

友人との関係

グループの人間関係

学校生活の人｜剔関係

減ったものの、男性の自殺者は１３、２４２人で昨年より□％増加しました。また、女性の自殺者は７、８４２人でｉ
昨年より-５．１％減少しました。年代別では、６５才以上が全体の２８％で５、８２９人、５０才代が全体の２１％で｜
４、４２３人、４０才代が１９％で３、９５４人と続きます。職業別では自営業者と管理職が昨年にくらべて７．６％増え
ています。動機別では、病苦・了ルコール依存症・精神障害・家庭問題・経済生活問題・虹ｉ務問題の順となっ
ており、その中でも男性の経済生活問題を理由とした自殺か大幅に増加しています。

カミラが話しているのは「ポルトガル語」、うなずいて返事をしたりカミラに話しかけている保母は
「日本語」。初日はなんとか過ぎました。二日目同じような時間か過ぎて行きました。昼頃「園長、分
かりません」、保母が泣きなから「どうしていいか分かりません。カミラがなにを言っているのか、さっ
ぱり分かりません」とパニック。
夕方迎えにきた母親に昼間カミラと保母との会話を聴いてもらいながらの話。カミラが泣きながら保

母に話しかけている時、彼女は一生懸命カミラに「もうすぐお母さんかお迎えにくるよ。カミラは寂し
いんだよね。大変なんだよね」などと話しかけているのを母親が聴いて二人の間に言葉による会話は成
立していないか、心が通じあっていたことがわかった。最後に、園長「ブラジルでは、ポルトガル語だ
も の ね 」 、 母 親 「 私 た ち は ブ ラ ジ ル 語 で 話 し ま す 」 と の こ と 。 （ Ｎ ． Ｕ ）

- ９ -
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４月２１日、６期生の認定式が行われ２５名が相談員

の仲間入りをしました。

待っていた先輩たちの歓迎の中、認定証を手にした

「今」の気持ちをインタビューしました。

☆ああ嬉しかった。ここまでこられた。一年間大変
だったから喜こびが大きい。

☆原点にかえって電話を聴きたい。継続研修でもっ
と自分を知る学びが続けたい。

☆先輩たちに支えられ電話に出たい。今一番感謝し
ている事は主人が理解して出してくれたこと。

☆よい仲間とスタッフに恵まれた。カウンセリング
を学ぶよい機会を与えられてよかった。

☆やれやれだけれど、今日から始まるのだと少し緊

張している。

☆利用者と共感出来るように努力したい。

☆勉強しながら自分がどんどんかわっていることに

気付いた。

☆今認定を受け、やる気一杯です。

☆これからが大変だ、と感じている。

☆人を理解することのむづかしさを知らされた。

☆会社でもしっかりやってきたつもりが、勉強して
みて邪魔になっているように思う。話すこと相手を

理解することのむづかしさが身にしみてきた。

☆実際と研修の電話は違う、利用者が「きいてもら
えた」という実感をもてるような相談員になりたい。

☆電話を受ける技術より心が大切だと知った、相手
を知るために聴くことに徹したい。

- １ ０ -
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：詣でｌ末寄付｝はご自由な金額で結構ですｌ
口座名社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会｀

理 事 長 相 馬 信 夫 ｜
口座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９１
郵 便 振 替 ロ 座 名 古 屋 １ - ５ ３ ７ ５ ８ ｉ
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いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい
ただき有難うございます。心か・ら御礼申し上げます。
年間１、５００万円の運営資金と共に、法人の基金を１０

年間で１億円積立ての課題を与えられております。
会員の皆様の旧倍のご支援と共に、会員増加の運

動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられま
す。失礼ですが振込票を同封させていただきます。
ご利用くだされば幸いです。

社会福祉法人愛知県共同募金会
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１９９２年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共にご
報告申し上げます。（順不同・敬称略）

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

法 人 賛 助
豊田紡織（株）
丸直工業（株）
トヨタ自動車（株）
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１ ７ 日 第 ７ 期 養 成 講 座 後 援 願 い
２ ０ 日 運 宮 委 員 会
２ ３ 日 財 務 委 貝 会
２４日巾日新聞社会事業団年末助け合い募金受与式
２ ９ 日 朝 日 社 会 柵 祉 賞 受 賞 式

辿 盟 理 事 長 秋 山 聡 平 氏ＩＩＩム・ａ一●．．・．．．．．．．．

２ 月 １ 日
１７日
２２日
２４日
２６日
２７日

３ 月 ７ 日
１４日、１８日
１６日

４ 月 ６ 日
９日

１３日
１７日
１８日
２１日
２３日
２７日
２８日

５ 月 ９ 日
１１日
１３日
１８日

木協会理事長柑馬信夫氏
第７川養成講座鴉唇狐布
型事会、評議会、運営委貝会
グラパー俊子先生講演会、親睦会
訓練委員会
スーパバイザー打合せ、懇親会
名古屋名城ライオンズクラプ例会
スピーチ、長岡利貞氏
相馬理事長朝日社会柵祉賞受賞祝会
登録更新研究会
訓練委員会、運営委員会
訓練委貝会
第６期相談員認定委員会
運営委員会
愛知県共同募金、配分決定書受与式
第７期相談員養成講座申込者面接
第６期相談貝認定式
財務委員会
（仮扨）愛知電話相談研究会
運営、財務合同委貝
第７期相談ｆミ１養成講座オリエンテーション
訓練委貝会
（仮搦）愛知電話相談研究会
理事会、評議委員会、運営委貝会
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ＮＴＴ公衆電話ボックスＰＲ作戦

第２回目となりますステッカー貼り付け運動を、かねて許可願いを致
して参りましたか、昨１１月１日付けでＮＴＴ東海支社より許可を頂き、
今回は千種、天白、緑、の３支店、管内、昭和、瑞穂、天白、緑の各区
と日進町の一部（行政の区分けと異なる。）の電話ボックスに、ボラン
ティアー同、手分けをしてスッテカーの張り付けを致しました。（写莫）
この迎動は去る３月末日をもって一応の目標達成と致しました（一部心ソ
残りは有りますか。）ボックスの位置を指示されたのは感謝の窮みであｙｌ
りますが、指示が無く、所在地の表をたよりにボックスを見つけるのは、
大変な苦労でありました。が、お困りの方々の一助となれば、労とも思
わずです。
対象、５４６基のボックスの８７％に貼ることが出来ました。

さい。

郵便振替口座名古屋ト５３７５８
東海銀行大津町支店（晋）預金口座４７７０２９

ご寄付下さる皆様へ

当協会への寄付金につぃては所得税や法人税の
優遇措置が受けられます。
★ 個 人 の 場 合

確定申告によって、所得税法、（第７８条１項・
２項３号）の規定により寄付金控除が受けら
れます。

：茫款Ｊｊｌ；Ｊ）・・）ぃｆォ１カヽ・ａぃ回
-（１万円）＝寄付金控除額

なお、相続の場合も申告期限前の寄付金は、
控除されます。

★ 法 人 の 場 合
確定申告によって寄付された金額を法人税法
（第３７条３項３号）の規定により、一般損金
算入の枠の他にこれと同額枠の損金算入枠が
認められます。

★本協会の発行する領収書は大切に保管して下

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

事務局昔９７１-５１８１

１９９１年６月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委口会

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号
事務局昔０５２-９７１．５１８１

相談電話酋Ｏミ５２-９７１-４３４３


